
 

 

 

 

 

 

 

 

 

どうすれば人々が助け合い、不幸な境遇の人

を一人も出さない社会や政治をつくることが

できるのか？ 憲法が保障する『いのち』 と 

『くらし』 、 『自分らしさ』 という視点から考

えてみたいと思います。 

 

講師 広島市立大学広島平和研究所 
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定員  20 人（先着） 

申し込み 10 月 30 日(金)までに仁保公民館へ 

 

 

 

 

 

コロナ時代の 
日本国憲法と 
民主主義 
新型コロナウイルスの感染拡大が続くこの時代を どうとらえるか？ 

富山県富山市出身。中央大学法

学部政治学科卒業、中央大学院

法学研究科博士前期課程修了、

専修大学大学院法学研究科博

士後期課程修了。博士(法学)。 

専門は憲法学。 

著書 『平和と市民自治の憲法理

論』（敬文堂 2012） ほか 

 

 

公益財団法人 広島市文化財団 

仁保公 民館 
Niho Kominkan 

所在地 〒734 -0024広島市南区仁保新町一丁目 8番 6号 

電話番号 082-281-1831 

ファクス 082-281-1886 

Eメール niho-k@cf.city.hiroshima.jp 

WEBサイト http://cf.hiroshima.lg.jp/minamiku-k 

   

 

10 月31 日(土)  

午後2時～4時 
 

広島市仁保公民館 
広島市南区仁保新町一丁目8-6 

参加する方へのお願い 

● 当日は、体温を測り、熱やかぜの症状がある方は、参加をご遠慮ください。 

● 2週間以内にウイルスが感染拡大している地域等へ行った方は、参加をご遠慮ください。 

● マスクを着用し、来館の際は手指の消毒をしてください。 

※ 万一新型コロナウイルスの感染者が出た場合は、保健センター等の公的機関に出席者名簿を

情報提供する場合がありますので、ご了承ください。 

 

第
十
一
条 

国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的
人
権
の
享
有
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の
憲
法
が
国

民
に
保
障
す
る
基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
、
現
在
及
び

将
来
の
国
民
に
与
へ
ら
れ
る
。 

第
十
二
条 

こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
自
由
及
び
権
利
は
、
国
民
の
不
断
の
努
力
に
よ

つ
て
、
こ
れ
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
又
、
国
民
は
、
こ
れ
を
濫
用
し
て
は
な
ら
な

い
の
で
あ
つ
て
、
常
に
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
こ
れ
を
利
用
す
る
責
任
を
負
ふ
。 

第
十
三
条 

す
べ
て
国
民
は
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。
生
命
、
自
由
及
び
幸
福
追
求
に

対
す
る
国
民
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、
立
法
そ
の
他
の
国
政

の
上
で
、
最
大
の
尊
重
を
必
要
と
す
る
。 

第
十
四
条 

す
べ
て
国
民
は
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
つ
て
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会
的

身
分
又
は
門
地
に
よ
り
、
政
治
的
、
経
済
的
又
は
社
会
的
関
係
に
お
い
て
、
差
別
さ
れ
な
い
。 

２ 

華
族
そ
の
他
の
貴
族
の
制
度
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。 

３ 

栄
誉
、
勲
章
そ
の
他
の
栄
典
の
授
与
は
、
い
か
な
る
特
権
も
伴
は
な
い
。
栄
典
の
授
与

は
、
現
に
こ
れ
を
有
し
、
又
は
将
来
こ
れ
を
受
け
る
者
の
一
代
に
限
り
、
そ
の
効
力
を
有
す

る
。 

第
十
五
条 

公
務
員
を
選
定
し
、
及
び
こ
れ
を
罷
免
す
る
こ
と
は
、
国
民
固
有
の
権
利
で
あ

る
。 

２ 

す
べ
て
公
務
員
は
、
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
つ
て
、
一
部
の
奉
仕
者
で
は
な
い
。 

３ 

公
務
員
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、
成
年
者
に
よ
る
普
通
選
挙
を
保
障
す
る
。 

４ 

す
べ
て
選
挙
に
お
け
る
投
票
の
秘
密
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
。
選
挙
人
は
、

そ
の
選
択
に
関
し
公
的
に
も
私
的
に
も
責
任
を
問
は
れ
な
い
。 

第
十
六
条 

何
人
も
、
損
害
の
救
済
、
公
務
員
の
罷
免
、
法
律
、
命
令
又
は
規
則
の
制
定
、

廃
止
又
は
改
正
そ
の
他
の
事
項
に
関
し
、
平
穏
に
請
願
す
る
権
利
を
有
し
、
何
人
も
、
か
か

る
請
願
を
し
た
た
め
に
い
か
な
る
差
別
待
遇
も
受
け
な
い
。 

第
十
七
条 

何
人
も
、
公
務
員
の
不
法
行
為
に
よ
り
、
損
害
を
受
け
た
と
き
は
、
法
律
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
又
は
公
共
団
体
に
、
そ
の
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

第
十
八
条 
何
人
も
、
い
か
な
る
奴
隷
的
拘
束
も
受
け
な
い
。
又
、
犯
罪
に
因
る
処
罰
の
場


